別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：医務費　目：医療整備対策費
	事業名:小児救急電話相談事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　医療整備担当　電話番号：058-272-1111（内 2536）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：16,000千円（前年度予算額：16,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　小児科医の減少、保護者の専門医志向などを背景とし、小児軽疾患者の休日・夜間への救命救急センター等への受診増加が指摘されている。この状況の改善のため、小児の保護者等を対象とした子どもの急病等に関する電話相談事業を実施し、小児科医師等が適切な助言及び指示を行うことにより保護者の不安を解消し、不要不急な医療機関への受診を抑制することを目的とする。
	２　所要経費


　16,000千円
　(内訳)

   ・小児救急電話相談事業委託　　　15,713千円

　 ・啓発用ポスター作成等　　　　　　 287千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
２ 地域医療の体制と医師・看護職員を確保する
・救急医療の現状や医療機関の役割分担、小児の病気等に関する基礎知識の普及啓

発により、特定の病院への時間外受診の集中を緩和する
	２　これまでの取組状況


平成17年8月から岐阜県総合医療センター小児科病棟で電話相談を開始した。平成22年度からは民間業者への委託とし、相談時間を24時間体制に拡大した。
[現在の相談時間]

　月　　～　　金　　　　　18:00～翌朝8:00

　土・休日・年末年始　 　　8:00～翌朝8:00

	３　これまでの取組に対する評価


　保護者の期待は大きく、平成17年度(8ヶ月間)の相談件数は1,009件だったが、年々増加し、平成22年度には5ヶ月で4,515件となった。平成21年度は相談の結果、すぐに医療機関に受診するように助言した事例は8.4％であり、休日・夜間帯の軽症患者の医療機関の受診に一定の歯止めをかけていると考えられる。
＜相談実績＞　H17･･･8～3月　　H22･･･4～8月
　　　　　　　　　　　　　   
　相談件数（件）　　　　　 

　　すぐに受診を勧めた件数（件）　 　
　　 構成比（％）           

　1日平均(相談件数)               
  小児救急患者の医療機関の適正な受診に繋げることで、小児救急医療体制の維持、推進を図ることを目指し実施していく。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	16,000
	8,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,000

	要求額
	16,000
	8,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,000

	決定額
	16,000
	8,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,000


H17


1,009


      128


     12.7


      4.2








 H18


2,050


      140


      6.8


      5.6





 H19


3,142


      225


      7.2


      8.6








H20


4,488


      432


      9.6


     12.3








H21


7,301


      619


      8.4


     20.0








H22


4,515


      870


     19.2     


29.5








